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志願者過去最多を更新

入学生女子比率も30%を達成
志願者5万3千人超、入学生女子比率30.8%
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芝浦工業大学 校友会 
シンガポール支部・タイ王国支部 
総会を開催

2月27日および28日、校友会シンガポール支
部総会ならびにタイ王国支部総会を実施しま
した。総会では参加者の近況や活動状況を
紹介するとともに、卒業生同士および大学関
係者との意見交換が行われ、海外における卒
業生ネットワークの強化と今後の国際連携の
発展に向けた有意義な機会となりました。

(表紙)
SIT賞を受賞した3人

2025年度の SIT 賞受賞者の表彰が、学
位記授与式で行われました。受賞者の
詳細は、24・25ページをご覧ください。

IN
D

E
X

22 SITニュース

08 ［特集2］ 

学位記授与式・入学式

14 SIT Academic Column

カメラで撮影された空間の“意味”を認識し、 
デジタル化するシステムを作りたい
工学部 先進国際課程 担当／ 
知能センシングシステム研究室
パトハック・サーサク 准教授

18 しばうら人 卒業生の「今」

「研究者なんて自分には無理」と思う人に 
未来の道筋を示したい 
早稲田大学 理工学術院総合研究所
寺尾 剛史さん
システム理工学部数理科学科　2015年卒業 
理工学研究科 修士・博士課程　2020年修了

20 ACTIVE STUDENTS! 活躍する芝浦工大の学生たち
デザイン工学部 デザイン工学科 ロボティクス・情報デザイン系 4年　
亀田 羽流さん

女子バスケットボール部　
工学部 物質化学課程 環境・物質工学コース 2年　葭内 七海さん

広報芝浦
SPRING 2026.05

12

創立者有元史郎の軌跡を巡る
創立100周年記念10回連載

04 ［特集1］ 

志願者過去最多を更新、
入学生女子比率も30%を達成
志願者5万3千人超、入学生女子比率30.8%
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2
0
2
7
年
ま
で
に
在
学
生
の
女
子
比
率
30
%
を
目

標
に
掲
げ
る
芝
浦
工
業
大
学
。
入
学
生
の
女
子
比
率
は

年
を
追
っ
て
向
上
し
て
お
り
、
こ
の
4
月
に
入
学
し
た

学
生
で
は
30
・
8
%
を
占
め
、
昨
年
の
27
・
8
%
を
超

え
て
過
去
最
多
を
更
新
し
続
け
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て

在
学
生
の
女
子
比
率
も
26
・
5
%
に
ま
で
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

本
学
は
2
0
1
3
年
の
男
女
共
同
参
画
推
進
室
（
現

D
E
＆
I
推
進
室
）
設
立
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
女
子
学

生
・
女
性
教
員
支
援
策
を
積
極
的
に
講
じ
て
き
ま
し
た
。

特
に
働
き
や
す
い
、
学
び
や
す
い
環
境
整
備
も
推
進
し

て
い
ま
す
。「
女
子
学
生
・
女
性
教
職
員
休
憩
室
」
設
置

や
「
多
機
能
ト
イ
レ
（
男
女
共
用
の
個
室
ト
イ
レ
）」
の

整
備
に
加
え
、
2
0
2
5
年
8
月
か
ら
は
豊
洲
・
大
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
を
設

置
し
、
無
償
で
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
受
け
入
れ
の
面
で
は
、
2
0
1
8
年
度
入

試
か
ら
工
学
部
の
機
械
・
電
気
系
4
学
科
で
「
公
募
制

推
薦
入
学
者
選
抜
（
女
子
）」
を
開
始
。
2
0
2
2
年
度

に
は
工
学
部
9
学
科
、
2
0
2
3
年
度
に
は
全
学
部
・

学
科
・
課
程
・
コ
ー
ス
（
工
学
部
先
進
国
際
課
程
を
除

く
）
へ
拡
大
し
ま
し
た
。
現
在
は
「
理
工
系
女
子
特
別

入
学
者
選
抜
」
と
し
て
実
施
し
、
こ
の
選
抜
を
経
た

こ
の
春
の
入
学
者
は
1
9
5
人
で
し
た
。
さ
ら
に

2
0
2
2
年
度
か
ら
は
、
入
学
者
選
抜
の
成
績
が
優
秀

な
女
子
入
学
者
1
0
0
人
以
上
を
対
象
に
、
入
学
金
相

当
額
の
奨
学
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
2
0
2
1
年
度
か
ら
山
脇
学
園
高
等
学
校
と
の

連
携
協
定
締
結
を
皮
切
り
に
、
女
子
高
校
と
の
連
携
を

始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
2
0
2
2
年
3
月
の
同
校

の
ほ
か
、
昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
高
等
学
校

（
2
0
2
2
年
12
月
）、
実
践
女
子
学
園
中
学
校
高
等
学

校
（
2
0
2
3
年
12
月
）
と
続
き
、
さ
ら
に
こ
の
高
大

連
携
事
業
を
拡
大
す
る
た
め
、
2
0
2
6
年
3
月
末
に

2
0
2
6
年
度
入
学
者
選
抜
が
終
了
し
た
こ
の
春
、
芝

浦
工
業
大
学
で
は
2
0
4
6
人
の
入
学
生
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。
一
般
入
学
者
選
抜
の
志
願
者
は
、
目
標
と
し
て
い
た

4
万
人
を
大
き
く
超
え
る
5
3
1
5
8
人
。
入
学
生
の
女

子
比
率
も
30
・
8
%
で
、
2
0
2
7
年
ま
で
の
目
標
と
す

る
在
学
生
の
女
子
比
率
30
%
も
目
前
に
来
ま
し
た
。
芝
浦

工
業
大
学
の
、
こ
の
春
の
躍
進
に
迫
り
ま
す
。

志
願
者
過
去
最
多
を
更
新
、

入
学
生
女
子
比
率
も
30
%
を
達
成

入
学
生
の
3
割
が
女
子
の
工
業
大
学 

そ
の
先
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ

女子トイレの洗面台に設置された
生理用ナプキン

特集1

志
願
者
5
万
3
千
人
超
、
入
学
生
女
子
比
率
30
・
8
%
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2
0
2
7
年
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に
在
学
生
の
女
子
比
率
30
%
を
目

標
に
掲
げ
る
芝
浦
工
業
大
学
。
入
学
生
の
女
子
比
率
は

年
を
追
っ
て
向
上
し
て
お
り
、
こ
の
4
月
に
入
学
し
た

学
生
で
は
30
・
8
%
を
占
め
、
昨
年
の
27
・
8
%
を
超

え
て
過
去
最
多
を
更
新
し
続
け
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て

在
学
生
の
女
子
比
率
も
26
・
5
%
に
ま
で
高
ま
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て
き

ま
し
た
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本
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の
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共
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参
画
推
進
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＆
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推
進
室
）
設
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、
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ま
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ま
な
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学
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性
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的
に
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ま
し
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特
に
働
き
や
す
い
、
学
び
や
す
い
環
境
整
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も
推
進
し
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い
ま
す
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女
子
学
生
・
女
性
教
職
員
休
憩
室
」
設
置

や
「
多
機
能
ト
イ
レ
（
男
女
共
用
の
個
室
ト
イ
レ
）」
の

整
備
に
加
え
、
2
0
2
5
年
8
月
か
ら
は
豊
洲
・
大
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
の
女
子
ト
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レ
に
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
を
設

置
し
、
無
償
で
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
受
け
入
れ
の
面
で
は
、
2
0
1
8
年
度
入

試
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ら
工
学
部
の
機
械
・
電
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系
4
学
科
で
「
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制

推
薦
入
学
者
選
抜
（
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子
）」
を
開
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。
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0
2
2
年
度

に
は
工
学
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9
学
科
、
2
0
2
3
年
度
に
は
全
学
部
・

学
科
・
課
程
・
コ
ー
ス
（
工
学
部
先
進
国
際
課
程
を
除

く
）
へ
拡
大
し
ま
し
た
。
現
在
は
「
理
工
系
女
子
特
別

入
学
者
選
抜
」
と
し
て
実
施
し
、
こ
の
選
抜
を
経
た

こ
の
春
の
入
学
者
は
1
9
5
人
で
し
た
。
さ
ら
に

2
0
2
2
年
度
か
ら
は
、
入
学
者
選
抜
の
成
績
が
優
秀

な
女
子
入
学
者
1
0
0
人
以
上
を
対
象
に
、
入
学
金
相

当
額
の
奨
学
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
2
0
2
1
年
度
か
ら
山
脇
学
園
高
等
学
校
と
の

連
携
協
定
締
結
を
皮
切
り
に
、
女
子
高
校
と
の
連
携
を

始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
2
0
2
2
年
3
月
の
同
校

の
ほ
か
、
昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
高
等
学
校

（
2
0
2
2
年
12
月
）、
実
践
女
子
学
園
中
学
校
高
等
学

校
（
2
0
2
3
年
12
月
）
と
続
き
、
さ
ら
に
こ
の
高
大

連
携
事
業
を
拡
大
す
る
た
め
、
2
0
2
6
年
3
月
末
に

理
系
進
学
へ
の
後
押
し 

女
子
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

女子トイレの洗面台に設置された
生理用ナプキン

昭和女子大学附属
昭和高等学校との
連携協定締結
（2022年12月）
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最
終
的
な
男
女
比
率
の
目
標
は
50
%
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
女
子
生
徒
の
進
学
を
後
押
し
し
、

未
来
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽け
ん
い
ん引

す
る
人
材
を

育
成
し
て
い
き
ま
す
。

2
0
2
6
年
度
一
般
入
学
者
選
抜
の
志
願
者

が
5
3
1
5
8
人（
前
年
度
比
1
3
8
.
0
%
、

1
4
6
5
1
人
増
加
）
と
な
り
、
2
0
1
9
年

今
回
こ
れ
だ
け
の
志
願
者
数
と
な
っ
た
の

は
、
本
学
の
強
み
で
あ
る
「
高
い
就
職
実
績
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」「
女
子
生
徒
の
理
工
系

進
学
支
援
」
な
ど
が
本
学
の
認
知
度
や
志
願

度
向
上
に
寄
与
し
た
結
果
と
推
察
し
て
お

り
、
ま
た
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
方
式

に
2
万
人
を
超
え
る
志
願
を
い
た
だ
い
た
こ

志
願
者
過
去
最
多
、

5
万
人
超
を
記
録

学長 山田 純

新
た
に
6
校
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後

の
締
結
予
定
も
含
め
る
と
、
締
結
校
数
は
15
校

程
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

加
え
て
、
女
子
高
校
生
を
対
象
と
し
た
サ

マ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
、
女
子
中
学
生

を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
理
系
ス
イ
ッ
チ

O
N
」
の
開
催
な
ど
、
進
路
選
択
支
援
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研究室の学生にサポートを受けながら研究活動を行うサマー・インターンシップ参加者

（％）

（年度）

30

20

10

0
2014 ‘16‘15 ‘17 ‘18 ‘19 ‘20 ‘21 ‘22 ‘23 ‘24 ‘25 ‘26

14.4

13.8 14.5
15.5 16.4

17.5 17.9
18.3 18.7 19.1

19.8
21.8

23.7

26.5

16.8 17.4
18.5 18.5 17.9

19.1 20.4 20.1
21.1

26.6
27.8

30.8学部入学者に占める
女子学生の割合

学部生全体(1～4年生)に
占める女子学生の割合

山
田
純
学
長
コ
メ
ン
ト
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と
は
、
国
公
立
大
学
を
志
望
す
る
受
験
生
も

含
め
て
多
く
の
志
願
者
層
に
本
学
が
魅
力
的

な
進
学
先
と
し
て
映
っ
た
証
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
シ
ス
テ
ム
理
工
学

部
の
人
気
の
高
ま
り
は
、
2
0
2
4
年
度
の

工
学
部
に
続
け
て
導
入
し
た
「
課
程
制
」
へ

の
我
々
の
教
育
改
革
に
対
す
る
期
待
の
高
ま

り
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す

度
の
4
6
5
0
5
人
を
上
回
っ
て
過
去
最
多
を

更
新
し
ま
し
た
。

こ
の
数
年
、
芝
浦
工
業
大
学
の
受
験
者
が
国

公
立
大
学
と
併
願
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
た
め
、
2
0
2
6
年
度
入

試
か
ら
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
方
式
を

い
わ
ゆ
る
私
立
専
願
型
で
あ
る
3
教
科
4
科
目

型
と
国
公
立
大
学
と
の
併
願
を
想
定
す
る
6
教

科
8
科
目
型
に
分
け
て
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
両
選
抜
方
式
合
わ
せ
て
2
4
9
6
5
人

の
志
願
者
（
前
年
度
比
1
8
1
・
2
％
）
が
出

願
し
た
こ
と
か
ら
、
私
立
専
願
受
験
者
、
国
公

立
大
学
併
願
者
を
含
む
多
様
な
受
験
者
層
を
取

り
込
む
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
2
0
2
6
年
4
月
か
ら
分
野
横
断
に

よ
り
幅
広
い
専
門
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
「
課
程
制
」
を
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
理

工
学
部
が
、
前
年
度
比
1
8
4
・
7
%

（
7
2
8
9
人
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
同
学
部

は
、
複
雑
化
す
る
現
代
社
会
の
課
題
、
融
合
す

る
分
野
に
対
応
す
る
た
め
「
課
程
制
」
を
導
入

し
、
こ
れ
ま
で
5
学
科
で
展
開
し
て
い
た
分
野

横
断
の
シ
ス
テ
ム
工
学
教
育
を
、
5
課
程
11

コ
ー
ス
で
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
合

わ
せ
て
2
0
2
2
年
に
国
が
示
し
た
特
定
成
長

分
野
「
デ
ジ
タ
ル
」「
グ
リ
ー
ン
」「W

ell-
being

」
分
野
の
コ
ー
ス
を
中
心
に
、
4
8
5
人

の
入
学
定
員
を
7
0
5
人
に
増
や
し
ま
す

（
2
2
0
人
増
）。
学
部
の
入
学
定
員
は
前
年
度

比
約
1
・
5
倍
と
な
り
出
願
で
き
る
コ
ー
ス
数

も
増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
志
願
者
数

が
前
年
度
比
1
8
4
・
7
％
と
大
幅
に
増
加
し
、

実
志
願
者
数
で
も
前
年
度
比
1
1
4
・
6
%
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
建
築
学
部
で
1
3
3
・
3
%

（
2
1
6
7
人
増
）、
工
学
部
で
1
2
4
・
4
%

（
4
8
2
2
人
増
）、
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
で

1
1
0
・
2
%
（
3
7
3
人
増
）
と
し
て
い
ま

す
。

志願者過去最多を更新、入学生女子比率も30%を達成

近年の一般入学者選抜志願者数（延べ数）の推移

2017

38,598
41,734

46,505
40,905

38,071 37,866 36,687 35,384
38,507

53,158

0

1万

2万

3万

4万

5万

6万
(人)

(年度)‘18 ‘19 ‘20 ‘21 ‘22 ‘23 ‘24 ‘25 ‘26

特集1

0 1 万

2025年度

24,573 15,890 4,024 8,671

53,158

工学部
19,751

システム
理工学部
8,601

デザイン
工学部
3,651

建築学部
6,504

全体
38,507

2026 年度

2万 3万 4万 5万 （人）

2025・2026年度 学部別志願者数比較
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特集2

2
0
2
5
年
度

芝
浦
工
業
大
学
学
位
記
授
与
式

学位記授与式・入学式

芝浦工業大学 芝浦工業大学柏中学高等学校
中学校：188人
高等学校：289人

学部

工学部 1,042人
システム理工学部 451人
デザイン工学部 166人
建築学部 261人

大学院
理工学研究科

修士課程 838人
博士（後期）課程 29人

合計 2,787人

芝浦工業大学附属中学高等学校
中学校：165人
高等学校：206人

2025年度卒業者数・修了者数（2025年9月卒業含む）

3
月
17
日
、
学
位
記
授
与
式
が
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
挙
行
さ
れ
、
学
部
・
大
学
院
を
合

わ
せ
て
2
7
1
5
人
が
新
た
な
門
出
を
迎
え
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
各
学
部
・
専
攻
の
総
代
が
壇
上

に
上
が
り
、
学
位
記
が
卒
業
生
に
授
与
さ
れ
、「
創

立
者
有
元
史
郎
記
念
賞
」「
学
長
賞
（
グ
ロ
ー
バ

ル
）」
ほ
か
在
学
中
に
顕
著
な
活
躍
を
し
た
学
生
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
田
純
学
長
に
よ
る
式
辞
で
は
、
学
生
と
し
て

の
学
び
を
終
え
た
卒
業
生
に
向
け
、「
卒
業
と
は
、

『
知
識
を
身
に
付
け
た
証
』
で
は
な
く
『
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
す
責
任
を
負
っ
た
こ
と
』」
で
あ
る
と
述

べ
、
社
会
で
は
能
力
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
何
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
が
問
わ
れ

る
と
強
調
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現
実
の
社
会
課

題
は
一
つ
の
専
門
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
と
し
、

異
な
る
専
門
を
結
び
付
け
て
目
的
を
実
現
す
る
協

働
の
重
要
性
に
言
及
し
ま
し
た
。
将
来
は
専
門
家

同
士
を
つ
な
ぐ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
も
求
め
ら
れ
る

と
も
述
べ
、「
自
身
の
専
門
だ
け
に
こ
だ
わ
る
の
で

は
な
く
、
専
門
に
よ
っ
て
人
と
人
、
分
野
と
分
野

を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
卒
業
生
の

今
後
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

鈴
見
健
夫
理
事
長
に
よ
る
祝
辞
で
は
、
社
会
へ

踏
み
出
す
卒
業
生
に
向
け
、「
経
営
の
神
様
」
と
称

さ
れ
る
松
下
幸
之
助
の
言
葉
「
日
々
是
新
」
を
紹

介
し
、
万
物
が
変
化
し
続
け
る
中
で
人
も
ま
た

日
々
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
姿
勢
が
重
要
だ
と
述

べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
自
分
は
も
う
十
分
に
学
ん

だ
」
と
過
去
の
成
功
や
知
識
に
安
住
し
た
瞬
間
に

成
長
は
止
ま
る
と
指
摘
し
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る

の
は
完
成
し
た
人
材
で
は
な
く
、
成
長
し
続
け
る

人
材
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
思
い
ど

お
り
に
い
か
な
い
時
こ
そ
「
新
し
い
自
分
に
出
会

え
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
前
向
き
に
捉
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
語
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
成
果
の
背
後
に

は
必
ず
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
し
て
、
謙
虚

さ
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、「
芝
浦
工
業
大
学

の
卒
業
生
は
人
間
性
も
素
晴
ら
し
い
」
と
言
わ
れ

る
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
激
励
し
ま
し
た
。

学
生
代
表
挨
拶
は
、
大
学
院
理
工
学
研
究
科 

建

築
学
専
攻
修
了
の
綿
引
陸
さ
ん
、
工
学
部 

情
報
工

学
科
卒
業
の
小
林
達
矢
さ
ん
が
登
壇
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
生
活
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

関
わ
っ
た
教
職
員
や
仲
間
、
家
族
へ
の
感
謝
を
表

明
し
、
今
後
の
進
路
に
つ
い
て
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。式

典
終
了
後
、
恩
師
や
共
に
大
学
時
代
を
過
ご

し
た
友
人
た
ち
と
記
念
撮
影
す
る
卒
業
生
の
姿
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
、
晴

れ
や
か
な
笑
顔
で
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
む
卒
業
生

た
ち
の
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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2
0
2
6
年
度

芝
浦
工
業
大
学
入
学
式

芝浦工業大学 芝浦工業大学柏中学高等学校
中学校：190人
高等学校：306人

学部

工学部 904人
システム理工学部 717人
デザイン工学部 159人
建築学部 265人

大学院
理工学研究科

修士課程 959人
博士（後期）課程 33人

合計 3,037人

芝浦工業大学附属中学高等学校
中学校：170人
高等学校：228人

2026年度入学者数

4
月
2
日
、
2
0
2
6
年
度
芝
浦
工
業
大
学
入

学
式
が
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
挙
行
さ
れ
、
学

部
・
大
学
院
を
合
わ
せ
て
3
0
3
7
人
の
新
入
生
が

新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

山
田
純
学
長
に
よ
る
式
辞
で
は
、今
年
度
新
入
生

の
女
子
学
生
比
率
が
30
％
を
超
え
た
こ
と
に
触
れ
な

が
ら
、
本
学
が
多
様
な
人
の
集
う
環
境
を
目
指
す
理

由
を
説
き
ま
し
た
。
現
代
の
技
術
者
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
「
社
会
の
中
で
技
術
を
ど
う
生
か
す
か
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
力
」
で
あ
り
、
社
会
や
社
会
が
直
面

す
る
課
題
が
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
る
中
、
大
学
で
は

専
門
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
と
同
時
に
、
複
雑
な

問
題
を
整
理
し
て
い
く
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
だ
と

述
べ
ま
し
た
。「
多
様
な
背
景
・
価
値
観
を
持
つ
人

と
共
に
、
問
題
を
整
理
し
、
答
え
を
模
索
し
て
い
く

中
で
目
指
す
べ
き
社
会
が
見
え
て
く
る
」
と
語
り
、

新
入
生
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、
複

雑
な
問
題
の
解
決
策
を
考
え
続
け
ら
れ
る
人
材
に
な

る
こ
と
へ
の
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

鈴
見
健
夫
理
事
長
に
よ
る
祝
辞
で
は
、「
社
会
に

学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
」
と
い
う

精
神
の
も
と
で
育
っ
た
十
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
が

国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
こ
の
伝
統

の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
て

歩
み
始
め
る
よ
う
新
入
生
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま

た
、
芝
浦
工
業
大
学
卒
業
生
の
先
輩
と
し
て
、「
良

い
友
人
を
作
っ
て
ほ
し
い
」「
謙
虚
さ
と
感
謝
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」「
夢
を
見
つ
け
、
確

固
た
る
志
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
3
つ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
る
と
と
も
に
、「
今
日
こ
の
場
に
立
つ

皆
さ
ん
の
背
後
に
は
、
ご
家
族
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
の
支
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
本
学
で
の
日
々
を
大
切
に
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
」
と
新
入
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

新
入
生
答
辞
に
は
、
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博

士
（
後
期
）
課
程
地
域
環
境
シ
ス
テ
ム
専
攻
の
本
間

晴
香
さ
ん
、
建
築
学
部
建
築
学
科
の
岩
本
智
希
さ
ん

が
登
壇
し
、
新
た
な
環
境
へ
の
期
待
と
決
意
を
語
り

ま
し
た
。

続
い
て
、
磐
田
朋
子
副
学
長
よ
り
「
世
界
に
学

び
、
世
界
に
貢
献
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
系
人
材
の

育
成
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
新
入
生
は
大
学

の
取
り
組
み
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

芝
浦
工
業
大
学
校
友
会 Presents 

東
京
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
ジ
ュ

ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
」
よ
り
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
、「
イ

ン
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
」
よ
り
レ
イ
ダ
ー
ス
・

マ
ー
チ
、
歌
劇
「
ア
イ
ー
ダ
」
よ
り
凱
旋
行
進
曲
な

ど
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
新
入
生
の
新
た
な
門
出
に

花
を
添
え
ま
し
た
。
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3
月
7
日
か
ら
17
日
の
期
間
、
豊
洲
キ
ャ
ン

パ
ス
内
有
元
史
郎
記
念
校
友
会
館
交
流
プ
ラ

ザ
と
本
部
棟
5
・
6
階
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
、
デ

ザ
イ
ン
工
学
部
生
と
大
学
院
生
に
よ
る
卒
業
・

修
了
研
究
展
「
接
点
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
学

生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
展
示
す
る
場
と

し
て
、「
プ
ロ
ダ
ク
ト
」「
シ
ス
テ
ム
」「
U
X
」

な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
工
学
の
広
い
領
域
に
お
け
る

多
様
な
研
究
を
集
め
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
積

み
上
げ
て
き
た
探
究
の
軌
跡
を
あ
り
の
ま
ま
に

展
示
し
ま
し
た
。

来
場
者
は
お
よ
そ
6
2
0
人
。
展
示
会
場

内
で
は
、
学
生
が
制
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
が
も
ら
え
る
企
画
や
ト
ー
ク
ラ
ジ
オ
の
配

信
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
も
行
い
、

授
業
や
研
究
だ
け
で
は
抑
え
き
れ
な
い
好
奇

心
を
持
つ
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
の
学
生
ら
し
さ

が
存
分
に
表
現
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
期
間
中
に
は
高
校
生
向
け
イ
ベ
ン

ト
と
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
1
・
2
年
生
向
け
の

な
ん
で
も
相
談
イ
ベ
ン
ト
「OSEKKAI

」
も

開
催
。
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
の
雰
囲
気
や
就
職

活
動
の
体
験
談
な
ど
、
将
来
に
対
す
る
不
安

や
悩
み
を
抱
え
た
参
加
者
に
「
お
せ
っ
か
い
」

な
く
ら
い
親
身
に
対
応
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
接

点
」
が
生
ま
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

学修・研究生活の集大成
–デザイン工学部と建築学部で卒業制作展を開催

実
行
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

今
回
の
卒
展
で
は
、
来
場
者
の
方
に

実
際
に
触
れ
て
い
た
だ
い
た
り
、
成
果

物
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
私
た
ち

の
考
え
に
触
れ
て
も
ら
う
体
験
型
展
示

を
目
指
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
で
あ
る

「
接
点
」
の
も
と
、
卒
展
が
来
場
者
と

私
た
ち
を
つ
な
ぐ
場
と
な
り
、
新
し
い

視
点
や
考
え
に
触
れ
る
機
会
に
な
る
よ

う
、
空
間
づ
く
り
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
考
え
ま
し
た
。
卒
業
要
件
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
中
で
も
、
多
く
の
4
年

生
や
先
輩
・
後
輩
が
熱
意
を
持
っ
て
参

加
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
展
示
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち

が
4
年
間
で
培
っ
て
き
た
も
の
づ
く
り

へ
の
思
い
が
、
少
し
で
も
伝
わ
っ
て
い

れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
私
の
や
り
た

い
こ
と
に
賛
同
し
、
一
緒
に
委
員
長
を

や
ろ
う
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
山
﨑
さ

ん
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
部

デ
ザ
イ
ン
工
学
科 

4
年

望
田 

帆
乃
さ
ん

展
示
物
を
見
て
、
触
れ
て
、
聞
い
て
、

デ
ザ
工
の
魅
力
を
全
身
で
感
じ
て
も
ら

い
た
い
！
そ
ん
な
思
い
で
卒
展
を
作
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
展
示
は
も
ち
ろ
ん
、

会
場
で
の
企
画
や
配
布
冊
子
、

W
e
b
・
S
N
S
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
し
て
も
、
お
楽
し
み

い
た
だ
け
て
い
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

テ
ー
マ
「
接
点
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や

A
I
の
普
及
を
経
験
し
た
私
た
ち
の
世

代
だ
か
ら
こ
そ
強
く
意
識
し
た
も
の
で

す
。
人
や
も
の
、
そ
し
て
未
来
の
自
分

と
の
つ
な
が
り
を
、
私
た
ち
自
身
も
模

索
し
な
が
ら
形
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
接
点
」

が
、
皆
様
に
と
っ
て
新
た
な
発
見
に
つ

な
が
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。
本
展
示

は
、
多
く
の
方
々
の
支
え
に
よ
っ
て
実

現
し
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
部

デ
ザ
イ
ン
工
学
科 

4
年

山
﨑 

絵
理
さ
ん

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
卒
業・修
了
研
究
展
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2
月
16
日
か
ら
18
日
の
3
日
間
、
豊
洲
キ
ャ

ン
パ
ス
本
部
棟
9
階
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
「Archi 

Festa 
2
0
2
6
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
展

覧
会
は
、
芝
浦
工
業
大
学
の
建
設
系
分
野
を
学

ぶ
学
生
が
毎
年
企
画
・
運
営
し
て
い
る
卒
業
制

作
展
で
、
今
年
は
建
築
学
部
の
学
生
計
66
人
に

よ
る
卒
業
制
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
精
巧
な
建
築
模
型
と
詳
細
な
解
説

パ
ネ
ル
が
並
び
、
一
般
公
開
の
2
日
間
と
審
査

日
を
合
わ
せ
、
約
5
0
0
人
の
来
場
者
が
訪
れ

ま
し
た
。
来
場
者
の
中
に
は
高
校
生
や
そ
の
保

護
者
も
多
く
見
ら
れ
、
今
後
の
進
路
や
将
来
を

見
据
え
る
上
で
、
作
品
一
つ
ひ
と
つ
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
興
奮
し
て
い
る
様
子
が
あ
り
ま
し
た
。

最
終
日
の
18
日
は
、
ゲ
ス
ト
審
査
員
と
し
て

畑
友
洋
氏（
畑
友
洋
建
築
設
計
事
務
所
）、
山
田

紗
子
氏
（
山
田
紗
子
建
築
設
計
事
務
所
）
を
迎

え
、
審
査
・
講
評
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
次

審
査
は
、
展
示
内
容
の
み
で
評
価
さ
れ
る
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
厳
正
な
選
考
を
通
過
し
た

7
人
の
学
生
が
二
次
審
査
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
、

地
域
縮
退
に
伴
う
神
社
合ご
う
し祀

の
新
し
い
か
た
ち

を
制
作
し
た
亀
井
惠
勇
さ
ん（
猪
熊
純
研
究
室
）

が
受
賞
。
そ
の
他
、
優
秀
賞
2
人
、
佳
作
4
人

も
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

建
築
学
部
建
築
学
科 

4
年

齊
藤 

孝
輔
さ
ん

と
し
て
や
り
き
れ
る
か
ど
う
か
、
当
初

は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

い
ざ
動
き
出
す
と
「
こ
れ
を
や
り
た
い
」

と
自
ら
手
を
挙
げ
て
く
れ
る
頼
も
し
い

メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で
、
仲
間
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
自
然
と
チ
ー
ム
が
回
っ
て
い

き
ま
し
た
。

特
に
苦
労
し
た
の
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

ど
お
り
に
は
い
か
な
い
現
場
で
の
判
断

で
す
。
搬
入
や
撤
去
の
作
業
で
は
、
実

行
委
員
だ
け
で
な
く
出
展
者
全
員
に
協

力
を
仰
ぎ
、「
イ
ベ
ン
ト
は
参
加
者
全
員

で
作
り
上
げ
る
も
の
」
と
い
う
意
識
を

共
有
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
達
成
感
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
信
頼
で
き
る
仲
間
た
ち
が
現
場
を

支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
と
直

面
し
た
課
題
を
し
っ
か
り
後
輩
た
ち
へ

引
き
継
ぎ
、
来
年
のArchi Festa

が

さ
ら
に
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
長
を
引
き
受
け
る
に
あ
た

り
、
最
初
は
不
安
で
し
た
が
、
今
は
や

り
遂
げ
た
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

過
去
こ
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
経
験
が

な
か
っ
た
た
め
、
12
研
究
室
・
計
24
人

も
の
実
行
委
員
を
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー

学位記授与式・入学式

建
築
学
部
卒
業
設
計
展

特集2

最優秀賞 亀井さんの作品「かみあつまい」
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尾
道
を
巡
る

有
元
史
郎
生
家

有
元
史
郎
は
1
8
9
6
（
明
治
29
）
年
、

広
島
県
尾
道
市
土
堂
町
に
生
ま
れ
た
。
有

元
家
は
江
戸
時
代
に
津
山
か
ら
倉
敷
を
経

て
尾
道
に
移
り
住
み
帆
布
製
造
販
売
の
船

道
具
商
を
成
功
さ
せ
、
祖
父
周
二
郎
※
の
代

に
は
資
産
家
と
な
っ
て
い
た
。
1
8
8
3

（
明
治
16
）
年
12
月
に
出
版
さ
れ
た
『
備
後

の
魁
』
に
は
、
船
道
具
商
と
し
て
有
元
周

二
郎
が
土
堂
町
中
浜
通
り
で
店
舗
を
営
ん

で
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
港
か

ら
近
い
中
浜
通
り
は
乾
物
屋
や
船
具
関
係

の
店
舗
が
立
ち
並
び
、
尾
道
で
一
番
の
賑

わ
い
を
見
せ
て
お
り
、
こ
の
通
り
に
は
富

豪
し
か
店
舗
を
出
せ
な
か
っ
た
と
伝
わ
っ

て
い
る
。
1
8
9
8
（
明
治
31
）
年
に
発

行
さ
れ
た
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
に

よ
る
尾
道
市
商
業
者
の
欄
に
は
、
第
37
位

に
父
で
あ
る
有
元
益
太
郎
が
5
4
.2
円
の

納
税
を
し
て
い
る
旨
の
記
載
が
あ
る
。

尾
道
尋
常
小
学
校

史
郎
が
5
歳
の
時
に
土
堂
町
の
店
舗
を

引
き
払
い
祖
父
周
二
郎
の
家
に
引
っ
越
す

が
、
7
歳
の
時
に
周
二
郎
が
死
去
。
8
歳

で
尾
道
尋
常
小
学
校
（
旧
土
堂
小
学
校
）

に
入
学
。
小
学
校
で
は
母
親
の
遠
縁
に
あ

た
る
と
さ
れ
る
土
屋
丈
之
助
先
生
（
後
の

第
2
代
校
長
）
の
指
導
を
受
け
た
。
先
生

は
史
郎
に
父
母
の
よ
う
な
愛
情
を
注
ぎ
、

大
い
に
慰
撫
し
励
ま
し
曲
が
り
そ
う
な
子

供
心
を
真
っ
直
ぐ
導
い
て
く
れ
た
篤
志
家

で
あ
っ
た
と
伝
記
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

※
周
治
郎
と
記
載
さ
れ
た
文
献
も
あ
り

創立100周年である2027年まであと1年となります。
第5回は、広島県尾道、西城町、岡山県津山におけるエピソードや
最新の調査報告を紹介します。

「有元史郎の生涯」
はこちら

創立100周年 記念連載 5/10

創立者有元史郎の軌跡を巡る

位置関係を表すイラストマップ

中浜通り入口

備後の魁（各所国産の手引）

有元史郎傳記

尾道の山側から海を望む尾道尋常小学校（旧：土堂小学校）
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西
城
町
を
巡
る

西
城
尋
常
高
等
小
学
校

史
郎
が
14
歳
の
時
に
、
祖
母
の
実
家
で

あ
る
西
城
町
の
土ど

ひ肥
家
に
引
っ
越
し
、
西

城
尋
常
高
等
小
学
校
1
年
次
に
編
入
学
し

た
。
当
時
、
瀬
戸
内
海
の
海
運
拠
点
で
あ

る
尾
道
に
比
べ
る
と
西
城
町
は
、
尾
道
か

ら
出
雲
へ
抜
け
る
出
雲
街
道
上
の
寒
村
で

あ
っ
た
。
西
城
町
で
の
生
活
は
2
年
に
満

た
な
か
っ
た
が
、
史
郎
に
と
っ
て
は
自
然

豊
か
な
山
間
部
で
の
生
活
と
人
々
と
の
交

流
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
に
残
っ
て
い
た

よ
う
で
、
結
婚
後
も
夫
人
を
連
れ
て
訪
問

し
恩
師
や
旧
友
と
交
流
す
る
記
録
が
残
さ

れ
て
い
る
。
在
校
時
は
毎
年
学
業
優
秀
賞

を
も
ら
っ
て
お
り
優
秀
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、

恩
師
の
宍
戸
恵
作
先
生
が
の
ち
に
「
史
郎

は
、
秀
才
児
で
あ
り
受
持
教
師
と
し
て
自

分
は
常
に
誇
り

を
感
じ
て
い
た
」

と
述
べ
て
い
る
。

一
方
ガ
キ
大
将

と
の
喧
嘩
話
や
、

同
級
生
に
い
た

ず
ら
を
し
か
け
て

い
た
な
ど
、
や
ん

ち
ゃ
な
逸
話
も

残
っ
て
い
る
。

現
存
す
る
史
郎
が
居
住
し
て
い
た

元
土
肥
家

蓮
照
寺
中
山
道 

元
住
職
（
95
歳
）

ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容

「
土
肥
家
の
こ
と
は
覚
え
て
い
る
。
家

は
当
時
の
ま
ま
商
店
街
の
一
角
に
あ
る
。

子
供
の
時
、
家
の
前
を
通
っ
た
し
、
土
肥

家
の
お
爺
さ
ん
と
一
緒
に
大
山
に
登
山
し

た
こ
と
も
あ
る
。
土
肥
家
は
商
店
街
の
中

の
商
家
で
何
を
売
っ
て
い
た
か
覚
え
て
い

な
い
。
土
肥
家
は
途
中
で
引
っ
越
し
て
し

ま
い
今
は
違
う
人
が
住
ん
で
い
る
が
、
家

の
一
部
は
史
郎
が
い
た
時
と
同
じ
家
屋
で

あ
る
。
自
分
の
父
親
が
年
齢
的
に
史
郎
と

同
じ
時
代
の
人
で
小
学
校
は
同
じ
西
城
尋

常
高
等
小
学
校
だ
っ
た
」

　
津
山
市
を
巡
る

津
山
は
、
有
元
家
に
と
っ
て
祖
先
の
郷

土
で
あ
り
、
美
作
菅
氏
の
本
拠
地
で
あ
る

勝
田
郡
奈
義
町
付
近
の
主
要
都
市
で
あ
っ

た
。
史
郎
は
不
幸
に
し
て
亡
く
な
る
1
年

前
の
1
9
3
7
（
昭
和
12
）
年
8
月
に
、

当
初
津
山
で
計
画
さ
れ
て
い
た
工
業
学
校

建
設
に
対
し
、
そ
の
手
腕
が
期
待
さ
れ
第

4
代
津
山
市
長
と
し
て
津
山
市
政
に
取
り

組
ん
だ
。
在
職
２
か
月
と
い
う
短
期
間
で

あ
っ
た
が
、
史
郎
最
晩
年
に
津
山
で
実
現

し
よ
う
と
し
た
技
術
研け

ん
さ
ん鑽

の
学
校
を
建
設

し
た
い
と
い
う
想
い
は
、
市
長
就
任
時
の

挨
拶
と
し
て
掲
げ
た
９
つ
の
方
針
の
一
つ

「
学
校
並
び
に
教
育
に
関
す
る
方
針
」
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

祖母の実家である元土肥家付近（現存）

文
責
：
経
営
戦
略
室
（
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
・
編

纂
担
当
）
鈴
木
健
一

【
参
考
】
松
尾
小
三
郎
編
（
1
9
3
9
年
）『
故
有
元
史
郎

伝
記
』
有
元
伝
記
編
纂
所
／
大
倉
直（
2
0
2
4
年
）『
有

元
史
郎
と
芝
浦
工
業
大
学
日
本
近
代
化
の
夢
を
信
じ
た
工

学
者
た
ち
』
小
松
書
館
／
亀
岡
佐
七
郎
編（
1
8
8
3
年
）

『
備
後
の
魁
』
農
工
商
技
藝
／
鈴
木
喜
八
・
関
伊
太
郎
編

（
1
8
9
8
年
）『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
第
2
版
／
坂

根
嘉
弘
（
2
0
2
1
年
）『
尾
道
の
経
済
と
尾
道
商
業
会

議
所
（
Ⅰ
）』
広
島
修
道
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
サ
イ
ト

／
『
西
城
小
学
校
誌
』
／
篠
崎
進
（
1
9
8
5
年
）『
日

本
の
歴
代
市
長
第
三
巻
』
歴
代
知
事
編
纂
会
／
大
倉
徹
彦

（
1
9
9
4
年
）『
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
』
岡
山
県
歴
史

人
物
事
典
編
集
委
員
会
／
津
山
市
（
1
9
8
5
年
）『
津

山
市
史
第
7
巻
現
代
Ⅱ
』
津
山
市
役
所

西城尋常高等小学校（現：西城小学校）

史郎クラスメイト卒業写真（1911年）

西城町近景

史郎市長就任時の津山市役所（現：津山郷土資料館）

13



パ
ト
ハッ
ク
・
サ
ー
サ
ク
准
教
授
が
主
宰
す
る
知
能
セ
ン

シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
研
究
室
は
、画
像
セ
ン
シ
ン
グ
や
深
層
学

習
な
ど
を
用
い
て
実
空
間
を
、そ
の
状
態
や
特
徴
を“
意

味
”ま
で
含
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
認
識
さ
せ
る
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。い
わ
ば「
環
境
を
見
て
、感
じ
て
、考
え

る
」シ
ス
テ
ム
の
構
築
、あ
る
い
は「
物
理
世
界
を
理
解
で

き
る
生
成
A
I
」の
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。実
現
す
れ
ば

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
、有
用
な
技
術

に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

m i c  C o l u m n

カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
空
間
の

“
意
味
”を
認
識
し
、	

	
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を

作
り
た
い

工学部 先進国際課程 担当／ 
知能センシングシステム研究室

パトハック·サーサク   
准教授

インド工科大学マドラス校で学士・修士を取得後、来日。
東京大学博士（工学）学位を取得。東京大学特任助教、
中央大学助教などを経て、2025年4月より芝浦工業大
学准教授に着任。専門は、画像処理や深層学習を用い
た知能センシングであり、FA 財団論文賞や JRM Best 
Paper Awardなどの論文賞を受賞。現在は民間企業
や他大学との共同研究を通じ、工事現場・産業環境な
どの実環境でのロボットの活用やリモート点検・管理
のための研究を推進している。

P
R

O
F

IL
E
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パ
ト
ハ
ッ
ク
・
サ
ー
サ
ク
准
教
授
は
大
学
2
年
生
の
時
、
所
属
し

て
い
た
部
活
動
で
カ
メ
ラ
を
用
い
た
自
律
移
動
ド
ロ
ー
ン
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
画
像
セ
ン
シ
ン
グ

に
興
味
を
持
っ
た
。
画
像
セ
ン
シ
ン
グ
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
カ
メ

ラ
で
撮
影
さ
れ
た
対
象
の
画
像
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
そ
の
状
態
や
特

徴
な
ど
の
情
報
を
読
み
取
る
技
術
で
あ
る
。

　
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
人
間
は
画
像
を
一
目
見
た
だ
け

で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
処
理
で
き
る
の
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
そ

れ
が
簡
単
に
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
1
枚
の
写
真
か
ら
、
そ
こ
に
写
っ
て
い
る
人
や
物
の
位
置

関
係
、
空
間
の
形
状
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
す
ぐ
に
理
解
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
は
『
な
ぜ
撮
影
者
は
こ
の
写
真
を
撮
っ
た
の
か
』

と
い
っ
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
、
あ
る
程
度
分
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
情
報
処
理
能
力
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ロ
ボ
ッ
ト

に
も
持
た
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
そ
の
後
、
大
学
3
年
次
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
日
本
を
訪
れ
、

自
動
運
転
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
技
術
と
し
て
の
画
像
セ
ン
シ
ン
グ

の
研
究
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
、
研
究
者
の
道
へ
進
む
こ
と
を
決
心
し

た
。
そ
ん
な
サ
ー
サ
ク
准
教
授
が
現
在
、
自
身
の
研
究
に
お
い
て
重

き
を
置
い
て
い
る
の
は
、
実
際
の
空
間
を
“
意
味
的
に
”
捉
え
る
こ

と
だ
。

　
「
近
年
は
生
成
A
I
に
よ
っ
て
、
文
書
や
P
D
F
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
情
報
は
容
易
に
処
理
、
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
工
場
や
工
事
現
場
、
あ
る
い
は
災
害
の
被
災
地
な
ど
の
実
空
間

研
究
で
重
き
を
置
い
て
い
る
の
は

空
間
を
“
意
味
的
に
”
捉
え
る
こ
と

S I T  A c a d e
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の
情
報
は
ま
だ
そ
の
よ
う
に
は
扱
え
ず
、
人
が
現
場
に
足
を
運
ん
で
状
況

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
人
的
に
も
時
間
的
に
も
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、
実
空
間
の
画
像
か
ら
3
次
元
の
地
図
を
起

こ
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
空
間
を
“
意
味
”
ま
で
含
め
て
認
識
し
、
そ
の

上
で
『
○
○
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
』『
×
×
は
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
？
』『
昨

日
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？
』
と
い
っ
た
質
問
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
場
の

遠
隔
確
認
や
作
業
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
サ
ー
サ
ク
准
教
授
が
「
現
場
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背

景
に
は
、
大
学
院
の
博
士
課
程
で
橋
梁
点
検
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
た
経
験
が
あ
る
。

　
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
く
つ
か
の
企
業
と
共
同
で
行
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
学
会
な
ど
で
企
業
の
方
々
と
お
話
し
し
た
際
に
、
現
場
を
遠
隔
か

ら
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
意
味
的
に
扱
え
る
技
術
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
日
本
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
高
度
経
済
成
長
期
、
す

な
わ
ち
1
9
5
0
年
代
後
半
か
ら
70
年
代
前
半
に
整
備
さ
れ
た
も
の
が
多

く
、
老
朽
化
が
深
刻
な
上
に
改
修
工
事
に
必
要
な
人
手
も
不
足
し
て
い
ま

す
。
私
が
行
っ
て
い
る
画
像
セ
ン
シ
ン
グ
の
研
究
は
、
そ
う
し
た
課
題
を

ク
リ
ア
し
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
画
像
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
は
急
速
に
発
展
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
特

定
の
環
境
下
で
し
か
使
用
で
き
な
い
技
術
も
多
々
あ
る
。
例
え
ば
屋
内
で

は
使
え
る
け
れ
ど
屋
外
で
は
使
え
な
い
、
ま
た
は
そ
の
逆
な
ど
だ
。
そ
の

よ
う
な
制
限
が
か
か
る
と
、
い
か
に
優
れ
た
技
術
で
あ
っ
て
も
現
場
へ
の

導
入
に
支
障
が
出
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
サ
ー
サ
ク
准
教
授
は
、
研
究
に

お
い
て
「
ど
ん
な
環
境
に
も
対
応
で
き
る
こ
と
」
を
大
事
に
し
て
い
る
。

　
「
特
に
深
層
学
習
に
お
い
て
は
、
学
習
デ
ー
タ
や
環
境
が
変
わ
る
と
精
度

が
落
ち
や
す
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
私
は
、
で
き
る
だ

け
一
つ
の
現
場
に
依
存
し
な
い
、
一
般
化
可
能
な
手
法
を
編
み
出
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
セ
ン
シ
ン
グ
の
す
べ
て
を
深
層
学

習
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
幾
何
や
物
理
に
基
づ
い
た
処
理
と
組
み
合
わ

せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
方
法
を
用
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
工
事
現
場
で
は
、

物
体
認
識
は
深
層
学
習
で
行
い
、
地
図
生
成
は
幾
何
的
に
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
複
数
の
視
点
か
ら
同
じ
物
体
を
見
る
こ
と
で
、
認
識
の
精
度
を
上

げ
る
工
夫
も
し
て
い
ま
す
」

ど
ん
な
環
境
に
も
対
応
で
き
る

画
像
セ
ン
シ
ン
グ
を
目
指
す

m i c  C o l u m n
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サ
ー
サ
ク
准
教
授
が
担
当
教
員
を
務
め
る
知
能
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

研
究
室
の
目
標
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
実
際
の
現
場
で

役
に
立
つ
研
究
を
進
め
る
こ
と
だ
。

　
「
そ
の
た
め
に
は
、
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
当
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
技
術
を
開
発
し
て
い
く
こ
と

が
肝
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
も
い
く
つ
か
の
企
業
と
共

同
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

は
さ
ら
に
そ
の
範
囲
を
広
げ
て

い
く
予
定
で
す
。
最
近
は

『
D
X
』
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
工
場

や
工
事
現
場
と
い
っ
た
実
環
境

の
D
X
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

最
終
的
に
は
10
年
後
に
当
た
り

前
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
標

準
的
か
つ
普
遍
的
な
技
術
を
確

立
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
」

　
も
う
一
つ
、
そ
し
て
よ
り
重
要
な
の
が
、
研
究
室
に
所
属
す
る
学
生
の

成
長
だ
と
い
う
。

　
「
私
の
研
究
室
を
選
ん
で
く
れ
た
学
生
に
は
『
研
究
は
楽
し
い
！
』
と
心

か
ら
感
じ
て
も
ら
い
た
い
し
、
将
来
研
究
者
に
な
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
ア
イ
デ
ア
が

形
に
な
っ
て
、
実
社
会
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
達
成
感
は
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
か
ら
で
す
。
私
自
身
は
、
学
生

時
代
は
授
業
の
内
容
が
実
社
会
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
分

か
ら
ず
、
悩
む
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
に
は
研

究
の
背
景
や
意
味
も
含
め
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
な
ん
で
も
質
問

し
て
ほ
し
い
し
、
同
じ
質
問
を
何

度
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
何
度
で

も
説
明
し
ま
す
。
加
え
て
、
学
生

に
は
視
野
を
広
く
持
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
世
界
は
と
て
も
広
い
の

で
、
研
究
に
限
ら
ず
新
し
い
こ
と

に
対
し
て
常
に
オ
ー
プ
ン
な
姿
勢

で
あ
り
続
け
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
積
む
こ
と
で
自
身
の
可
能
性
も

広
げ
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

「
研
究
は
楽
し
い
！
」
と

心
か
ら
感
じ
て
も
ら
い
た
い

S I T  A c a d e
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卒 業 生 の 今

しばうら

私
は
佐
賀
県
出
身
で
、
周
囲
は
地
元
の

大
学
へ
進
学
し
、
地
元
で
就
職
す
る
人
が

多
い
環
境
で
し
た
。
し
か
し
、「
人
生
で
一

度
ぐ
ら
い
関
東
で
暮
ら
し
て
み
た
い
」
と

芝
浦
工
大
へ
進
学
。
数
理
科
学
科
を
選
ん

だ
の
は
、
他
の
科
目
よ
り
も
数
学
が
得
意

だ
っ
た
た
め
で
、
数
学
系
な
ら
理
工
系
に

比
べ
て
実
験
が
少
な
く
、
大
学
生
活
を
自

由
に
満
喫
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い

た
か
ら
で
し
た
。

入
学
後
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
お
金
を
稼
い

で
は
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
遊
ぶ
日
々
。

ク
ル
マ
を
購
入
後
は
、
友
人
と
共
に
よ
く

ド
ラ
イ
ブ
に
も
出
か
け
ま
し
た
。
こ
の
時

学
生
生
活
を
一
変
さ
せ
た

研
究
室
へ
の
配
属

期
に
一
生
分
ぐ
ら
い
遊
び
ま
し
た
が
、
3

年
次
後
期
に
研
究
室
に
入
っ
て
か
ら
は
ガ

ラ
リ
と
変
わ
り
、
勉
強
と
研
究
が
メ
イ
ン

の
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

配
属
さ
れ
た
の
は
、
尾
崎
克
久
先
生
の

数
値
解
析
研
究
室
。
計
算
機
な
ど
を
使

い
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
駆
使
し
て
応
用

数
学
を
追
究
し
て
い
く
研
究
室
で
、「
純
粋

数
学
は
自
分
に
は
難
し
い
。
応
用
数
学
な

ら
社
会
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
役
立
つ
研
究
が

で
き
る
の
で
は
」
と
考
え
て
の
選
択
で
し

た
。
そ
の
一
方
で
、「
就
職
の
際
に
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
が
で
き
た
方
が
有
利
だ
」
と
い

う
思
い
も
あ
り
、
当
時
は
ま
さ
か
自
分
が

研
究
職
に
就
く
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

研
究
室
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
も
数

学
論
文
の
読
み
込
み
に
も
苦
労
し
ま
し
た

が
、
も
っ
と
も
大
変
だ
っ
た
の
は
、
自
分

な
り
の
研
究
材
料
を
探
す
作
業
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
答
え
の
あ
る
課
題
を
与
え
ら

れ
て
ひ
た
す
ら
考
え
る
作
業
で
し
た
が
、

研
究
室
で
は
ゴ
ー
ル
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。「
こ
う
す
れ
ば

研究室でのイベントの様子

タイの動物園にて

「研究者なんて自分には無理」と思う人に
未来の道筋を示したい

ともすれば「狭き門」と考えられている研究職。
システム理工学部数理科学科で応用数学を学び、
大学院理工学研究科の修士・博士課程を経て、研
究者となった寺尾剛史さんは、「大学入学時は自分
が研究職に就くとは思いもしなかった」と振り返る。
キャリアの流れに身を任せ、研究者になったと語
る寺尾さんに、現在までの道のりを伺った。

創立以来10万人を超える
芝浦工業大学の卒業生。
現在も日本はもとより 
世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、 
さまざまな方面で活躍する
卒業生を紹介します。

S
h
i
b
a
u
r
a
-
J
i
n

PROFILE

寺尾 剛史さん
Takeshi Terao

早稲田大学 理工学術院総合研究所
システム理工学部数理科学科  
2015年卒業
理工学研究科 修士・博士課程  
2020年修了

博
士
課
程
修
了
後
、

自
然
な
流
れ
で
研
究
職
に
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現
在
、
芝
浦
工
大
で
学
ば
れ
て
い
る
学

生
さ
ん
に
は
、「
勉
強
で
も
サ
ー
ク
ル
活
動

で
も
何
で
も
い
い
か
ら
、
や
り
切
る
こ
と

が
重
要
」
だ
と
お
伝
え
し
た
い
で
す
。
私

自
身
は
学
部
時
代
に
遊
び
尽
く
し
た
の
で
、

大
学
院
で
は
研
究
に
集
中
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
何
事
も
や
り
切
れ
ば
、
卒
業

後
に
後
悔
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
大
学
を
目
指
す
高
校
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
大
学
教
員
が
ど
の
よ
う

な
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
芝
浦
工
大
は
就
職
に

強
い
だ
け
で
な
く
、
研
究
者
と
い
う
道
も

拓
け
て
い
る
こ
と
を
一
人
で
も
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
早
く
計
算
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
？
」「
ユ
ー
ザ
ー
に
使
っ
て
も
ら
う
に

は
、
ど
う
い
う
組
み
立
て
が
よ
い
の
か
」

な
ど
、
発
想
が
浮
か
ぶ
と
尾
崎
先
生
に
相

談
し
、
そ
の
ま
ま
夜
9
時
ま
で
議
論
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
重
ね
る
う
ち
に
ア
イ
デ
ア
が
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
多
く
、

と
て
も
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
学
生
室
の
隣
に
教
員
室
が
あ
り
、

す
ぐ
に
話
が
で
き
る
芝
浦
工
大
の
環
境
が

あ
っ
た
か
ら
。
学
生
室
と
教
員
室
が
別
棟

に
あ
る
大
学
で
は
ゼ
ミ
で
し
か
先
生
に
会

え
ず
、
こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
も
芝
浦
工
大

に
は
世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
方
が

多
く
在
籍
し
て
お
り
、
先
生
方
か
ら
受
け

る
薫
陶
は
学
生
に
と
っ
て
何
物
に
も
代
え

難
い
財
産
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
研
究
が
楽
し
く
な
っ
た
私
は

修
士
課
程
へ
と
進
学
。
修
士
課
程
修
了
前

に
一
度
就
活
を
し
て
み
た
も
の
の
、「
も
っ

と
研
究
が
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
、
狙
い
を
定
め
た
2
つ
の
企
業
に
採
用

さ
れ
た
ら
就
職
を
、
不
採
用
な
ら
博
士
課

程
へ
進
学
す
る
と
決
め
ま
し
た
。
結
果
的

に
博
士
課
程
へ
進
学
し
、
修
了
後
は
理
化

学
研
究
所
や
九
州
大
学
情
報
基
盤
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
現
在
の
勤
務
先
で

あ
る
早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
総
合
研
究

所
へ
と
、
自
然
な
流
れ
で
研
究
者
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

研
究
の
面
白
さ
は
、
今
ま
で
「
で
き
な

く
て
当
た
り
前
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
で
き
た
瞬
間

は
本
当
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
そ
し
て
、

学
会
な
ど
で
他
の
専
門
家
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
、
自
分
の
テ
ー
マ
が
ど
ん
ど
ん

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
過
程
が

楽
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
学

で
勤
務
し
て
い
る
と
、
一
般
企
業
よ
り
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広
い
と
感
じ
ま
す
。
教
職

員
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
や
他
大
学
の
教
員

な
ど
、
国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り
が
あ
り

ま
す
。

現
在
は
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
働
部

隊
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
計
算
な
ど

を
行
い
、
研
究
に
専
念
で
き
る
環
境
に
身

を
置
い
て
い
ま
す
。
将
来
は
学
生
を
指
導

し
、
新
し
い
研
究
者
を
社
会
に
輩
出
し
て

い
き
た
い
。
そ
れ
も
「
研
究
者
な
ん
て
自

分
に
は
無
理
」
と
思
っ
て
い
る
学
生
に
道

を
示
し
た
い
。
世
界
で
も
優
秀
な
研
究
者

は
優
秀
な
後
進
を
育
て
て
い
る
も
の
。
私

自
身
も
大
学
院
生
時
代
、
次
か
ら
次
へ
と

湧
き
出
る
ア
イ
デ
ア
を
よ
く
尾
崎
先
生
に

聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

先
行
研
究
が
あ
っ
た
り
、
非
効
率
な
研
究

手
法
だ
っ
た
り
、
ア
イ
デ
ア
の
ま
ま
で
終

わ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
学

生
の
た
わ
ご
と
に
根
気
強
く
つ
き
あ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
そ
の
姿
勢
に
、
今
も
尊
敬
の

念
が
止
み
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
応
用
数
学
の
考
え
を
生
か
し
て

物
理
学
・
工
学
・
化
学
な
ど
と
コ
ラ
ボ
し
、

社
会
的
課
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
。
現

実
社
会
で
は
コ
ラ
ボ
し
な
い
こ
と
に
は
先

に
進
め
な
い
課
題
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
他
分
野
の
論
文
を
読
み
込
み
、

共
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

応
用
数
学
と
他
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
で

社
会
的
課
題
を
解
決
し
た
い

学会発表の様子

学会発表の様子
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デ
ザ
イ
ン
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
。

「
し
ば
よ
こ
」
が
つ
な
ぐ

活
躍
す
る
芝
浦
工
大
の
学
生
た
ち

ACTIVE
STUDENTS!

デザイン工学部 デザイン工学科  
ロボティクス・情報デザイン系 4年

# デザイナーとエンジニアとの共創

# 学生の力で大学をより良くする

学
生
の
力
で
芝
浦
工
大
を

よ
り
魅
力
的
な
環
境
へ

亀田 羽流さん

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

共
創
す
る
サ
ー
ク
ル

「
し
ば
よ
こ
」
の
立
ち
上
げ　

芝
浦
工
業
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
の
亀

田
さ
ん
は
、
学
部
や
コ
ー
ス
の
垣
根
を
越

え
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
交
流

し
、
共
に
切
磋
琢
磨
す
る
サ
ー
ク
ル
「
し

ば
よ
こ
」
を
創
設
し
、
代
表
を
務
め
て
い

ま
す
。
創
設
の
き
っ
か
け
は
、
亀
田
さ
ん

が
将
来
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
こ
と
を
決

め
た
2
年
生
の
末
頃
に
感
じ
た
、
就
職
活

動
へ
の
課
題
感
で
し
た
。
卒
業
生
と
の
交

流
な
ど
を
通
じ
、
就
職
活
動
の
早
期
化
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
学
内
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
志
望
の
学
生
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
志
望
の

学
生
と
が
早
期
に
つ
な
が
り
、
共
に
手
を

動
か
せ
る
場
所
が
必
要
だ
と
痛
感
。
そ
こ

で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
側
の
視
点
か
ら
同
じ
志

を
持
っ
て
い
た
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
の
高

田
さ
ん
と
意
気
投
合
し
、
2
0
2
5
年
の

3
月
か
ら
活
動
を
本
格
化
さ
せ
ま
し
た
。

1
年
目
で
3
0
0
人
超
。

圧
倒
的
な
需
要
を
形
に
す
る
行
動
力

「
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
絶
対
に
需
要
が

あ
る
」
と
い
う
確
信
の
も
と
、
地
道
な
チ

ラ
シ
配
り
や
授
業
で
の
広
報
活
動
を
徹

底
し
た
結
果
、
創
設
1
年
目
で
メ
ン
バ
ー

数
は
約
3
6
0
人
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
約

50
人
を
抱
え
る
大
規
模
な
団
体
と
し
て
好

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容
は
、
学
生
同
士
で
ス
キ

ル
を
教
え
合
う
「
講
義
」、
学
生
の
成
果

物
に
対
し
企
業
か
ら
も
講
評
を
受
け
ら
れ

る
「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」、
そ
し
て
学
年
や
学

部
の
壁
を
越
え
た
「
交
流
会
」
の
3
本
柱

で
構
成
。
授
業
の
み
で
は
決
し
て
得
ら
れ

な
い
経
験
と
し
て
、
互
い
に
高
め
合
え
る

機
会
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
特
に
、

外
部
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
を
借
り
て
開
催
し

た
交
流
会
に
は
1
5
0
人
近
く
が
集
ま
る

な
ど
、
学
内
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い

つ
な
が
り
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
さ
な
が
ら
の

組
織
運
営
と
試
行
錯
誤

急
成
長
す
る
組
織
を
支
え
る
裏
側
で

は
、
多
く
の
試
行
錯
誤
が
あ
り
ま
し
た
。

当
初
は
少
人
数
で
の
運
営
に
限
界
を
感

じ
た
こ
と
か
ら
、
組
織
を
「
財
務
」「
教

育
」「
広
報
」
な
ど
7
つ
の
部
署
に
細
分

化
し
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
な
ど
、

仕
組
み
化
に
注
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
代

表
2
人
で
意
見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
お
互
い
の
熱
量
を
高

め
、
組
織
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
プ
ロ

セ
ス
と
し
て
前
向
き
に
捉
え
て
き
た
と
の

こ
と
。「
学
生
が
自
発
的
に
動
き
、
誰
か

の
一
言
で
組
織
が
柔
軟
に
変
わ
っ
て
い
け

る
『
ス
ピ
ー
ド
感
』
を
何
よ
り
も
大
切
に

し
て
い
る
」
と
亀
田
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

芝
浦
工
大
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

学
生
の
手
で
高
め
た
い

卒
業
後
は
芝
浦
工
業
大
学
の
大
学
院

へ
進
学
。
後
輩
へ
の
引
き
継
ぎ
を
進
め
な

が
ら
も
、
さ
ら
な
る
活
動
の
発
展
を
支
援

し
て
い
く
考
え
で
す
。
亀
田
さ
ん
の
大
き

な
目
標
は
、「『
し
ば
よ
こ
』
が
あ
る
か
ら

芝
浦
工
大
に
入
り
た
い
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
な
環
境
を
作
る
こ
と
。「
自
分
が
き
っ

か
け
で
誰
か
が
成
功
で
き
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
語
る
亀
田
さ
ん
の
視
線
は
、
個
人

の
活
動
の
枠
を
超
え
、
大
学
全
体
の
魅
力

を
高
め
る
未
来
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
、「
僕
た
ち
が
作
っ
た
こ
の
環
境
を
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
の
た
め
に
存
分
に

利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
亀
田
さ
ん
自
身
も
「
決
し
て
一
方
的

な
環
境
や
仕
組
み
に
な
ら
な
い
よ
う
整
え

つ
つ
、
自
ら
も
常
に
成
長
し
て
い
き
た
い
」

と
い
い
ま
す
。
亀
田
さ
ん
と
し
ば
よ
こ
の

今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※所属・学年は取材当時
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一
人
の
熱
意
か
ら
動
き
出
し
た
物
語

Q 

何
も
な
い
状
態
か
ら
の
再
ス
タ
ー
ト

で
、
苦
労
し
た
点
は
？

　
運
営
に
必
要
な
「
基
本
情
報
の
収
集
」

が
最
初
の
壁
で
し
た
。
顧
問
の
先
生
が

ど
な
た
か
、
書
類
を
ど
こ
に
出
す
べ
き

か
、
体
育
館
を
ど
う
確
保
す
る
か
と
い
っ

た
基
本
情
報
す
ら
不
明
な
状
況
だ
っ
た

の
で
、
運
営
の
仕
組
み
を
知
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
交
流
の
あ
っ
た
男

子
バ
ス
ケ
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
、
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

教
わ
り
な
が
ら
、
手
探
り
で
一
つ
ず
つ

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

Q 

現
在
は
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま

す
か
？

　
23
人
の
部
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
明
る

く
仲
の
良
い
雰
囲
気
で
活
動
し
て
い
ま

す
。「
授
業
で
行
け
な
い
」
と
い
う
ケ
ー
ス

も
多
い
た
め
、
活
動
日
を
週
3
回
設
定
し
、

一
人
ひ
と
り
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ

て
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
部
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

す
る
た
め
、
S
N
S
を
通
じ
て
他
大
学
へ

積
極
的
に
働
き
か
け
、、
練
習
試
合
の
機
会

を
確
保
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
6
年
の
公

式
大
会
出
場
に
向
け
、
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
へ
の
登
録
や
備
品
の
整
備
な

ど
、
必
要
な
準
備
を
部
員
全
員
で
協
力
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

Q 

理
工
系
大
学
で
「
女
子
だ
け
の
部

活
」
を
維
持
す
る
意
義
と
は
？

　
男
子
が
多
い
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、
女
子

が
気
兼
ね
な
く
本
気
で
プ
レ
ー
に
集
中
で

き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
男
女
混
合
の
サ
ー

ク
ル
だ
と
、
体
格
差
や
怪
我
の
リ
ス
ク
も

あ
り
、
思
い
切
っ
て
プ
レ
ー
し
に
く
い
場

面
や
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま

す
が
、
女
子
だ
け
の
部
活
で
あ
れ
ば
、
競

技
と
し
て
純
粋
に
バ
ス
ケ
を
追
求
で
き
ま

す
。
こ
う
し
た
居
場
所
が
あ
る
こ
と
で
、

バ
ス
ケ
を
諦
め
て
し
ま
う
女
子
学
生
が
一

人
で
も
減
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

Q 

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ま
ず
は
2
0
2
6
年
の
大
会
に
出
場

し
、
そ
こ
で
結
果
を
残
す
こ
と
で
す
。
た

だ
、
活
動
が
一
時
的
な
も
の
で
終
わ
っ
て

は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
世
代

の
部
員
た
ち
が
迷
わ
ず
活
動
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
組
織
と
し
て
の
土
台
を
し
っ
か

り
固
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
の
私
の
大
き

な
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
頃
か
ら
存
在
し
て
い
た

も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、

十
分
な
活
動
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い

て
い
た
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。

2
0
2
5
年
6
月
、
一
人
の
学
生
の
働

き
か
け
に
よ
っ
て
本
格
的
な
再
始
動
を

果
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
2
0
2
6
年

の
公
式
大
会
出
場
を
目
標
に
、
組
織
と

し
て
の
土
台
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

Q 

芝
浦
工
大
で
女
子
バ
ス
ケ
部
を

再
始
動
さ
せ
た
き
っ
か
け
は
？

　
私
は
約
15
年
間
バ
ス
ケ
を
続
け
て
き
て

お
り
、
大
学
で
も
部
活
動
と
し
て
競
技
を

続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

当
時
は
活
動
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
連
絡
を
取
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
態

で
し
た
。
男
女
混
合
の
バ
ス
ケ
サ
ー
ク
ル

に
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
「
部
活

動
と
し
て
バ
ス
ケ
に
取
り
組
み
た
い
」
と

い
う
思
い
が
強
く
、
自
分
か
ら
動
い
て
女

子
バ
ス
ケ
部
の
活
動
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
1
年
生
の
頃
よ
り
も
学

内
で
の
つ
な
が
り
が
増
え
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
一
歩
踏
み

出
す
後
押
し
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

工学部 物質化学課程 環境・物質工学コース 2年

葭内 七海さん

＃女子バスケットボール部

＃一からの再始動

※学年は取材当時
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学

2
0
2
6
年
度　

入
学
者
選
抜
志
願
者
数
報
告

一般入試（大学共通テスト利用方式（後期）除）
工学部 募集 志願者数 合格者数
機械工学課程（基幹機械コース） 73 3,799 748 
機械工学課程（先進機械コース） 73 2,697 562 
物質化学課程（環境・物質工学コース） 66 2,310 580 
物質化学課程（化学・生命工学コース） 66 2,749 697 
電気電子工学課程（電気・ロボット工学コース） 66 2,894 498 
電気電子工学課程（先端電子工学コース） 66 2,185 418 
情報・通信工学課程（情報通信コース） 66 2,208 403 
情報・通信工学課程（情報工学コース） 73 3,481 605 
土木工学課程（都市・環境コース） 66 1,835 469 

工学部  計 615 24,158 4,980 

芝浦工業大学大学院 理工学研究科
専攻 募集 志願者数 合格者数
電気電子情報工学専攻 200 259 247
材料工学専攻 50 64 63
応用化学専攻 40 71 70
機械工学専攻 140 175 171
システム理工学専攻 150 189 179
国際理工学専攻 10 24 24
社会基盤学専攻 40 45 43
建築学専攻 170 216 213
理工学研究科 修士課程 計 800 1,043 1,010 

専攻 募集 志願者数 合格者数
地域環境システム専攻 15 18 17
機能制御システム専攻 18 20 20

理工学研究科 博士（後期）課程 計 33 38 37 

大学院 合計 833 1,081 1,047

芝浦工業大学附属中学高等学校
募集 志願者数 合格者数

中学校 160 1,024 258 
高等学校 172 381 238 

芝浦工業大学柏中学高等学校
募集 志願者数 合格者数

中学校 165 2,461 591 
高等学校 120 1,161 396 

システム理工学部 募集 志願者数 合格者数
情報課程（IoTコース） 38 1,270 240 
情報課程（ソフトウェアコース） 38 1,932 237 
情報課程（メディアコース） 38 1,272 214 
情報課程（データサイエンスコース ） 38 1,249 226 
機械・電気課程（機械・電気コース） 57 1,636 334 
建築・環境課程（建築コース） 45 1,365 183 
建築・環境課程（環境・都市コース） 36 1,486 228 
生命科学課程（生命科学コース） 38 1,637 337 
生命科学課程（医工学コース） 38 1,137 287 
生命科学課程（スポーツ工学コース） 38 625 154 
数理科学課程（数理科学コース） 43 1,911 578 

システム理工学部  計 447 15,520 3,018 

デザイン工学部 募集 志願者数 合格者数
デザイン工学科（社会情報システムコース） 32 1,026 217 
デザイン工学科（UXコース） 32 1,280 144 
デザイン工学科（プロダクトコース） 37 1,617 105 

デザイン工学部  計 101 3,923 466 

建築学部 募集 志願者数 合格者数
建築学科 APコース

（先進的プロジェクトデザインコース） 17 1,254 121 

建築学科 SAコース
（空間・建築デザインコース） 67 3,982 478 

建築学科 UAコース
（都市・建築デザインコース） 67 3,319 364 

建築学部  計 151 8,555 963 

※募集のうち大学入学共通テスト利用方式（後期）については、学部
単位での募集のため上記募集数には含まれない

一般入試（大学入学共通テスト利用方式（後期））
学部 募集 志願者数 合格者数
工学部　計 18 415 118 
システム理工学部  計 11 370 137 
デザイン工学部　計 3 101 40 
建築学部　計 5 116 21 

合計 37 1,002 316

　2026年度学士課程の一般入学者選抜においては、
志願者数は全体で53,158人となり、前年度（38,507
人）に比べて138.0％と、過去最多を記録しました。
　大学入学共通テスト利用方式（前期）においては
24,965人 の 志願者 を 集 め、前年度比181.2 ％（ ＋
11,191人）と大幅に増加しました。本学独自の試験
問題を用いる前期日程（A/B）方式、全学統一日程（A/
B）方式、後期日程方式 の 合計 も 前年比114.0%

（+3,458人）と堅調に増加しています。これらの要因
として、2026年度入試から大学入学共通テスト利用
方式（前期/後期）において6教科8科目型を新設した
ことにより、国公立大受験者を含む多様な受験者層
を取り込むができたことが、志願者層の大幅な増加
につながったものと考えています。
　さらに、2026年4月から分野横断型の学びを通じ
て幅広い専門知識の修得を目指す「課程制」を導入
するシステム理工学部においては、入学定員を485
人から705人へ拡大したが、その増加率を上回る志
願者数の伸びを記録し、前年度比184.7%（＋7,287
人）と大きく増加したことも全体の志願者増に大き
く寄与しています。

芝浦工業大学 学部

大学 募集 志願者数 合格者数

大学 合計 1,351 53,158 9,743 
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大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
創
発
棟
の
竣
工
式
・
お
披
露
目
会
と
、

卒
業
生
寄
贈
ダ
ッ
ト
サ
ン
の
除
幕
式
を
開
催

4
月
22
日
、大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で
創
発
棟
の
竣
し
ゅ
ん
こ
う工
式
と
、

完
成
を
記
念
し
た
お
披
露
目
会
、卒
業
生
か
ら
寄
贈
を
受

け
て
2
号
館
で
の
展
示
が
決
ま
っ
た
ダ
ッ
ト
サ
ン
2
1
1

型
セ
ダ
ン（
1
9
5
8
年
）の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
披
露
目
会
に
は
村
井
千
夏
子
氏（
村
井
英
樹
衆
議
院

議
員 

名
代
）、清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長
や
企
業・金
融
機

関
の
政
財
界
、
全
国
の
大
学
・
学
校
関
係
者
な
ど
約

3
2
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
に
は
、こ
れ
ま
で
各
活

動
で
協
定
を
結
ん
で
連
携
し
て
き
た

さ
い
た
ま
市
と
の
、包
括
連
携
協
定

の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て

行
わ
れ
た
お
披
露
目
会
で
は
、鈴
見

健
夫
理
事
長
、山
田
純
学
長
か
ら
の

挨
拶
、ご
来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞

に
続
い
て
、学
校
法
人
の
キ
ャ
ン
パ

ス
整
備
担
当
理
事
で
あ
る
澤
田
英
行

大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
長
か
ら
、「
創
発
棟
」

の
設
計
思
想
と
建
物
概
要
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、参
加
者
は
創
発
棟
の
見

学
に
移
り
、担
当
者
か
ら
説
明
を
受

け
な
が
ら「
グ
リ
ー
ン
」「
デ
ジ
タ
ル
」

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」の
拡
大
の
た

め
の
教
育・研
究
設
備
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

ま
た
2
号
館
で
は
卒
業
生
の
佐
々
木
徳
治
郎
氏（
全
日

本
ダ
ッ
ト
サ
ン
会 

会
長
、1
9
6
5
年
工
学
部
機
械
工

学
科 

卒
業
）か
ら
寄
贈
を
受
け
た「
ダ
ッ
ト
サ
ン
2
1
1

型
セ
ダ
ン（
1
9
5
8
年
）」の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
氏
の
ほ
か
、鈴
見
理
事
長
、山
田
学
長
、澤
田
大

宮
キ
ャ
ン
パ
ス
長
、神
永
颯
太
自
動
車
部
主
将
の
5
人
で

除
幕
が
行
わ
れ
、佐
々
木
氏
、澤
田
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
長

か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
佐
々
木
氏
は「
１
台
で
も
多

く
ダ
ッ
ト
サ
ン
を
動
態
保
存
す
る
こ
と
が
私
の
使
命
。工

学
を
学
ぶ
学
生
に
貴
重
な
機
械
遺
産
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。

ダ
ッ
ト
サ
ン
2
1
1
型
セ
ダ
ン
は
2
号
館
1
階
の
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
、誰
で
も
見
学
が
可
能
で
す
。

ダットサン211型セダン（1958年）除幕式

さいたま市との包括協定締結式

ロビーに展示された和紙アートを見る見学者
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学

夢
の
箱
根
路
を
走
っ
た

努
力
の
四
年
間

横
尾 

皓
さ
ん　

（
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科 

４
年
）

横
尾
皓
さ
ん
は
、陸
上
競
技
部
に
所

属
し
、主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
し
な

が
ら
第
1
0
2
回
東
京
箱
根
間
往
復
大

学
駅
伝
競
走
に
出
場
し
、本
学
3
大
会

ぶ
り
の
箱
根
ラ
ン
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

競
技
と
学
業
の
両
立
を
高
い
レ
ベ
ル
で

実
践
し
て
き
た
姿
勢
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
憧
れ
て
い
た
舞
台

を
目
指
し
、日
々
の
厳
し
い
練
習
に
真

摯
に
取
り
組
み
、競
技
力
の
向
上
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
主
将
と
し
て
迎
え
た

一
年
は
多
く
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら

も
、「
箱
根
に
出
る
」と
い
う
強
い
思
い

を
チ
ー
ム
の
中
心
で
示
し
続
け
、予
選
会

で
は
過
去
最
高
と
な
る
18
位
を
記
録
し

ま
し
た
。
本
戦
で
は
多
く
の
声
援
に
支

え
ら
れ
、力
走
を
見
せ
ま
し
た
。受
賞
に

あ
た
り「
夢
の
舞
台
に
立
て
た
こ
と
は
大

き
な
喜
び
で
す
。今
後
も
競
技
を
続
け
、

日
本
選
手
権
出
場
を
目
標
に
挑
戦
を
続

け
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

化
学
を
楽
し
む
心
が

研
究
を
前
に
進
め
る

本
間 

晴
香
さ
ん

（
理
工
学
研
究
科
応
用
化
学
専
攻 

２
年
）

本
間
晴
香
さ
ん
は
、有
機
電
気
化
学

研
究
室（
指
導
教
員：
田
嶋
稔
樹
教
授
）

に
所
属
し
、有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
新

た
な
合
成
手
法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
学
部
4
年
次
に
は
国
際

ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
筆
頭
著
者
と
し
て
論
文

を
掲
載
す
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
に
5
編

の
論
文
が
高
い
評
価
を
受
け
、質・量
と

も
に
優
れ
た
研
究
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
医
薬
品
や

機
能
性
材
料
に
広
く
用
い
ら
れ
る
一
方

で
、そ
の
合
成
に
は
危
険
性
の
高
い
試

薬
が
必
要
で
し
た
。
本
間
さ
ん
は
、安

全
か
つ
安
価
な
フ
ッ
素
源
を
用
い
た
新

た
な
合
成
手
法
の
開
発
に
挑
戦
し
、持

続
可
能
な
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
受
賞
に
あ
た
り「
化
学
を
楽
し

む
気
持
ち
を
大
切
に
、今
後
も
研
究
を

通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

S
I
T
賞
受
賞
者
紹
介
～
そ
れ
ぞ
れ
の
挑
戦
と
成
長
～

©Getsuriku
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挑
戦
を
重
ね
て
広
が
っ
た

自
分
の
可
能
性

野
口 

慧
斗
さ
ん　

（
工
学
部
機
械
機
能
工
学
科 
卒
業
生
）

野
口
慧
斗
さ
ん
は
、在
学
中
に
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
お
い
て
、

2
部
リ
ー
グ
16
チ
ー
ム
か
ら
1
人
の
み

選
出
さ
れ
る
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
し
、

部
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

身
体
能
力
や
筋
力
の
強
化
に
加
え
、食

生
活
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
向
上
な
ど
、

多
角
的
に
自
己
を
磨
き
続
け
た
成
果
が

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、海
外
派

遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
、ド
イ
ツ
の

大
学
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
参
加

す
る
と
と
も
に
、現
地
チ
ー
ム
に
所
属

し
9
カ
国
の
選
手
と
競
技
に
取
り
組
み

ま
し
た
。異
な
る
文
化
や
価
値
観
に
触

れ
る
中
で
、多
様
性
を
受
け
入
れ
る
重

要
性
と
新
た
な
視
点
を
学
び
ま
し
た
。

現
在
は
電
力
会
社
で
設
備
の
維
持
修
繕

工
事
に
携
わ
り
、学
生
時
代
に
培
っ
た

力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。受
賞
に
あ
た

り「
今
後
も
挑
戦
を
続
け
、自
分
の
可

能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
。在
学
生
の

皆
さ
ん
も
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
度
卒
業
生
の

就
職・
進
学
実
績
に
つ
い
て
、

2
0
2
6
年
5
月
1
日
時
点

速
報
値
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

2
0
2
5
年
度
卒
業
生 

就
職
・
進
学
実
績 

速
報

就職率（大学全体）

99.4％
大学院進学率

50.0％

就職率（大学院卒）

98.9％

就職率（学部卒）

99.8％

学科・専攻内訳 合格
者数

工学部

機械工学科 2
機械機能工学科 1

材料工学科 2
応用化学科 1
電子工学科 1
土木工学科 7

システム理工学部 環境システム学科 4
デザイン工学部 デザイン工学科 3

大学院
理工学研究科

建築学専攻 1
社会基盤学専攻 2

総計 24

技術職内訳 合格者数

機械 6
電気 4
土木 12
建築 2

就職先 人数 うち
女子数

日本電気株式会社 35 5

本田技研工業株式会社 27 2

東京都庁 24 10
三菱電機株式会社 20 1

東日本旅客鉄道株式会社 19 3
大成建設株式会社 16 1
株式会社長谷工

コーポレーション 12 3

清水建設株式会社 12 2
トヨタ自動車株式会社 11 2

99.2％

女子就職率（大学院卒）

100％

女子就職率（学部卒）

就職先上位企業・団体ランキング
（学部卒＋大学院修了）

東京都職員採用合格者 学科・専攻内訳/技術職内訳

※就職率：就職希望者に対する就職した者の割合
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。

芝
浦
工
業
大
学
附
属
中
学
高
等
学
校

コ
マ
ツ（
株
式
会
社
小
松
製
作
所
）に
よ

る「
コ
マ
ツ
出
張
授
業
」が
2
月
17
日
、高

校
1
年
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、エ
ン
ジ
ニ
ア

を
志
す
生
徒
に
向
け
て
、同
社
の
事
業
内

容
や
取
り
組
み
、ま
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
働
く
こ
と
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。講
演
の
最
後
に
は
、「
働
く
中
で

“
や
り
た
い
こ
と
”は
数
多
く
見
つ
か
る
。

こ
れ
か
ら
社
会
人
に
な
る
皆
さ
ん
に
は
、

ま
ず“
好
き
な
こ
と
”を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
後
は
場
所
を
校
庭
に
移
し
て
、生
徒

た
ち
は
展
示
さ
れ
た
小
型
の
電
動
シ
ョ
ベ
ル

の
構
造
や
油
圧
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

実
際
に
機
械
に
触
れ
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

昼
休
み
に
は
中
学
1
年
生
か
ら
高
校
3

年
生
ま
で
の
生
徒
が
集
ま
り
、楽
し
そ
う
に

電
動
シ
ョ
ベ
ル
に
触
っ
て
い
ま
し
た
。

柴
田
邦
夫
校
長
は
、「
本
校
の
特
色
で

あ
る“
も
の
づ
く
り
”、“
体
験
型
学
習
”の

一
環
。エ
ン
ジ
ニ
ア
の
話
を
通
じ
て
、学

問
と
実
社
会
と
の
結
び
つ
け
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」と
語
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
シ
ョ
ベ
ル
の

仕
組
み
は
、普
段
学
ん
で
い
る
物
理
で
理

解
で
き
る
内
容
も
多
く
、実
生
活
と
の
つ

な
が
り
を
実
感
で
き
て
面
白
か
っ
た
」「
エ

ン
ジ
ニ
ア
は
堅
苦
し
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
が
、エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働
く
人

の
話
を
聞
い
て
す
ご
く
楽
し
そ
う
に
感
じ

た
」と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。も

の
づ
く
り
が
好
き
な
生
徒
が
多
い
附
属
中

高
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
野
球・北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
C
B
O
で
前
野
球
日
本
代
表

監
督
で
も
あ
る
栗
山
英
樹
さ
ん
を
お
招

き
し
、中
学
生
対
象
の
キ
ャ
リ
ア
講
演

会
を
1
月
13
日
に
行
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、監
督
と
し
て
日
本
代
表
を

率
い
、14
年
ぶ
り
の
世
界
一
に
導
い
た

ワ
ー
ル
ド・ベ
ー
ス
ボ
ー
ル・ク
ラ
シ
ッ
ク

（
W
B
C
）の
経
験
を
も
と
に
、強
い
チ
ー

ム
に
共
通
す
る
特
徴
や
、個
々
の
選
手
が

果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
ら
れ

ま
し
た
。特
に
、チ
ー
ム
の
中
心
と
し
て
活

躍
し
た
大
谷
翔
平
選
手（
現・ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス・ド
ジ
ャ
ー
ス
）の
姿
勢
や
行
動
を
例
に

挙
げ
な
が
ら
、周
囲
に
良
い
影
響
を
与
え

る
存
在
の
大
切
さ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、長
年
に
わ
た
り
野
球
界
に
身
を
置

き
、多
く
の
選
手
を
指
導
し
て
き
た
経
験
か

ら
、「
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
取
り
組
む
こ
と
」

が
成
長
の
原
動
力
に
な
る
と
強
調
。
さ
ら

に
、ご
自
身
の
学
生
時
代
や
プ
ロ
野
球
選
手

と
し
て
の
現
役
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

「
何
か
を
始
め
る
の
に
遅
い
こ
と
は
な
い
」

「
人
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
存
在
で
あ
り
、他
人

と
比
べ
る
必
要
は
な
い
」「
や
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
後
悔
し
な
い
選
択
を
し
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、中
学
生
一
人
ひ

と
り
に
向
け
て
力
強
く
伝
え
ま
し
た
。

講
演
に
先
立
っ
て
壇
上
か
ら
降
り
て

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
る
姿
に

は
優
し
い
お
人
柄
が
垣
間
見
ら
れ
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、世
界
の
頂
点
を
経

験
し
た
指
導
者
の
言
葉
に
真
剣
に
耳
を

傾
け
、こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
や
将
来

を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
講
演
会
の

最
後
に
は
、生

徒
会
長
の
山

本
陽
葵
さ
ん
か

ら
御
礼
の
花

束
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

高
1
生
向
け
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て

「
コ
マ
ツ
出
張
授
業
」
を
開
催
し
ま
し
た

プ
ロ
野
球
日
本
ハ
ム
C
B
O 

栗
山
英
樹
さ
ん
が

「
キ
ャ
リ
ア
講
演
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
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芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高
等
学
校

「
第
22
回
新
聞
切
り
抜
き
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

中
学
生
の
部　

最
優
秀
賞
受
賞

令
和
7
年
度 「
S
S
H
生
徒
探
究
発
表
会
」を

開
催
し
ま
し
た

2
月
14
日
、「
S
S
H
生
徒
探
究
発

表
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
発
表

会
は
、生
徒
に
よ
る
探
究
活
動
の
成
果

を
発
信
す
る
場
で
あ
り
、高
校
1
、2

年
生
を
中
心
に
１
５
１
グ
ル
ー
プ
・

３
８
５
人
の
生
徒
が
取
り
組
ん
で
き
た

研
究
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

瀧
澤
煌
さ
ん（
高
校
3
年
生
）は
、ホ

バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
原
理
を
用
い
た
エ
ア
断

震
に
つ
い
て
、芝
浦
工
業
大
学
の
教
員
と

や
り
取
り
を
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
ま
し

た
。「
高
校
生
相
手
で
あ
っ
て
も
妥
協
の

な
い
高
度
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。専
門
用
語
が
多
く
難
し

い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、や

り
が
い
が
あ
り
、良
い
経
験
が

で
き
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま

し
た
。家
族
の
つ
な
が
り
を
促

進
す
る
住
空
間
に
つ
い
て
研
究

し
た
坂
井
十
和
子
さ
ん（
高
校

2
年
生
）は
、「
30
本
近
く
の
先

行
研
究
や
論
文
を
読
み
込
み
ま
し
た
。興

味
も
熱
量
も
近
い
メ
ン
バ
ー
と
お
互
い
の

不
得
意
を
補
い
合
い
な
が
ら
研
究
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。今

回
の
発
表
を
通
し
て
、足
り
な
い
部
分
が

見
え
て
き
た
の
で
、こ
れ
か
ら
の
研
究
に

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
研
究
へ
の

意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
保
護
者
や
卒
業
生
の
ほ
か
、

全
国
か
ら
教
育
関
係
者
が
訪
れ
、テ
ー
マ

設
定
や
実
験
手
法
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
な
ど
に
つ
い
て
、生
徒
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
賞
賛
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
東
京
新
聞
社
が
主
催
す
る

「
第
22
回
新
聞
切
り
抜
き
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
」中
学
生
の
部
で
伊
藤
来
実
さ
ん（
中

学
3
年
生
）の
作
品「
未
来
の
自
分
を
考

え
る
～
人
生
、1
0
0
年
の
生
き
方
と
社

会
～
」が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、７
か
月
以
上
に
わ
た
り
毎

日
継
続
し
て
新
聞
を
読
み
、社
説
や
投
稿
、

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
テ
ー

マ
に
即
し
た
記
事
を
収
集
。
膨
大
な
記
事

の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
厳
選
し
、視
覚
的

に
読
み
や
す
い
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、丁

寧
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
特
に
、「
人
生

1
0
0
年
時
代
、長
く
生
き
る
か
ら
こ
そ
よ

り
多
く
の
こ
と
を
幅
広
く
考
え
た
い
」と
い

う
思
い
か
ら
将
来
に
関
す
る
記
事
を
４
つ

の
視
点
の
広
が
り
か
ら
ま
と
め
上
げ
た
点

は
、審
査
員
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
で
は
社
会
科
の
授
業
の
一
環
と
し

て
、毎
年
中
学
２
年
生
全
員
が
作
品
を
制

作
し
、応
募
し
て
い
ま
す
。昨
年
の
優
秀
賞

に
続
い
て
の
最
優
秀
賞
受
賞
に
つ
い
て
、伊

藤
さ
ん
は
受
賞
の
喜
び
と
と
も
に
、「
新
聞

を
読
ん
で
考
え
を
ま
と
め
る
大
切
さ
と
、自

分
の
意
見
を
伝
え

る
大
切
さ
を
学
べ

ま
し
た
」と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

※学年は受賞当時のものです

中学生
の部

最優秀賞 伊藤来実 中学 3年 「未来の自分を考える
～人生、100年の生き方と社会～」

優秀賞 上田怜奈 中学 2年 「脱炭素社会
これからどうなる！？」

入選 林航大 中学 2年 「今も燃えている “暖かい火 ”と
“ 冷たい火 ”」

入選 小林和真 中学 2年 「超高齢化社会への備えと課題
～人生 100年時代を生き抜く～」

高校生
の部

優秀賞 髙橋蔵乃介 高校 2年 「不確実な社会で広がる
ポピュリズム」

入選 小泉恵羽 高校 1年 「現代医療の課題と進歩」

● 本校受賞者 ●

※学年は取材当時のものです
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